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事象 今回の取り組み

復旧に向けた今回の取り組み

長期化

規模大
(光ファイバ
回線断多数)

停電の長時間化による
バッテリー枯渇

復旧機材・人員の不足

被災状況の把握が困難
（通行止め・信号停止による渋滞）

電柱の被害状況把握が
困難（電力、通信回線）

自治体へのリエゾン派遣

回線事業者との連携強化

全国社員及びパートナー会社に
よる体制強化

物流拠点の設置
発電機への燃料充填体制の構築





10取り組みから得られた課題（間接的要因）
倒木被害 交通渋滞電柱倒壊

 電柱倒壊による回線切断
 電力復旧対応の長期化

 基地局設備への被害
 基地局へのアクセス不可

 高速道路が通行止め
 一般道へのアクセス集中

共通課題 外的要因による復旧対応の遅延

解決すべき
課題

 正確な被害状況把握の為の情報入手（倒木・道路情報等）
 復旧対応の迅速化に向けた道路環境整備
停電の長期化に備えた対応策（主要役場への通信維持）



11課題に対する改善案

倒木状況等、道路情報の早期提供
（復旧対象局へのアクセス要否の判断）

個別基地局への燃料充填ルートの確保
（停電エリアにおける道路交通渋滞の解消等）

安定した通信を確保するための拠点活用
（主要役場への自家発設置と電源共用化等）
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